
関
東
大
震
災
か

ら
80
年
と
な
っ
た

「
防
災
の
日
」
の

９
月
１
日
、
淵
野

辺
公
園
を
メ
ー
ン

会
場
と
し
て
、
東

京
都
・
神
奈
川

県
・
横
浜
市
な
ど

８
都
県
市
の
合
同

防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
震
度
６
強
の

直
下
型
地
震
が
発

生
し
、
倒
壊
家
屋

５
７，

０
０
０
棟

な
ど
の
想
定
に
よ
り
大
掛
か
り

な
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
自

衛
隊
、
警
察
、
消
防
機
関
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治
会
員
な
ど

約
２，

０
０
０
人
が
参
加
し
熱

心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
の
８
月
31
日
に

は
、
市
の
総
合
防
災
訓
練
の
地

域
会
場
と
し
て
、
横
山
地
区
と

光
が
丘
地
区
で
実
施
さ
れ
、
両

地
区
の
自
治
会
連
合
会
で
組
織

さ
れ
た
「
地
区
連
合
自
主
防
災

隊
」
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

合
せ
て
約
２，

０
０
０
人
が
参

加
し
、
消
防
署
員
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
手
順
、
消
火

器
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。「

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
も
の
で
す
。
日
頃
の

継
続
的
な
訓
練
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
に
し
た
い
も
の
で
す
。

No.43
平成15年10月発行 
発行部数　17万5千部 

発行責任者　相模原市自治会連合会　会長　山口　省吾 

現　況 

市人口　 
世帯数　 
面　積 

地区自治会連合会数 
自 治 会 数 
加入世帯数 
班  (組)  数 

619,770人 
250,996世帯 
90.41k㎡ 
人口・世帯は9.1現在 

18 
434 

　　　159,399 
11,728

題字　相模原市長　小川勇夫 

 

H.15.4.1現在 

事務局　〒229-0036　相模原市富士見6-6-23けやき会館内　TEL.042-753-3419  ●〒229-8611　相模原市中央2-11-15相模原市役所　市民生活課内　TEL.042-769-8226

世帯 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

防
災
の
日
…
大
規
模
訓
練
各
所
で
実
施

○ 救出救護訓練
○ 給食・給水訓練
○ 初期消火訓練
○ 避難所設営訓練
○ 仮設トイレ組立て訓練
○ 災害弱者支援訓練　など

横山・光が丘地区の訓練内容

日
頃
か
ら
の
取
り
組
み
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

光が丘地区での災害弱者支援訓練

横山地区での救護訓練

淵野辺公園での8都県市合同防災訓練
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台
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本
日
は
、
皆
様
方
に
は
何
か
と
お

忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
参
加
を
い
た
だ

き
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
勢
の
会
員
の
皆
様

方
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
自
治
会
大

会
が
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と

を
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
公
私
と
も
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
と
存
じ
ま
す
が
、
小
川
市
長
さ
ん

を
は
じ
め
数
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
当
連
合
会
で
は
、「
自
治

は
笑
顔
と
協
働
か
ら
」
の
精
神
の
も

と
、
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
治
会
相
互

の
連
携
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
図

り
、「
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
自
治
会

活
動
は
、交
通
・
防
犯
・
防
災
・
生
活
環

境
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
地
域
の
皆
様
方
が

協
力
し
あ
っ
て
活
動
に
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
や
環
境
づ
く
り
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
地
域
発
展
の
た
め
に
永

年
に
亘
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
対
し
、
自
治
会
連
合
会
と
し

て
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
感
謝
状

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
治
会

員
の
皆
様
、
そ
し
て
お
忙
し
い
と
こ

ろ
ご
臨
席
を
賜
っ
た
ご
来
賓
の
皆
様

の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

勝
坂
東
自
治
会
内
の
ご
み
集
積
所

は
、
１
２
３
世
帯
で
１
ヶ
所
で
あ
り

満
杯
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
大
型
生
ご
み
処
理
機
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

り
、
循
環
型
社
会
の
一
環
と
し
て
生

ご
み
は
再
利
用
さ
せ
る
も
の
と
の
意

識
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
と
の
趣

旨
で
、
導
入
を
行
っ
た
。

経
緯
に
つ
い

て
は
、
平
成
14

年
３
月
に
市
モ

デ
ル
事
業
へ
の

応
募
の
検
討
を

行
っ
た
こ
と
に

始
ま
り
、
６
月

に
市
の
モ
デ
ル

事
業
団
体
と
し

て
の
決
定
を
受

け
、
10
月
に
生
ご
み
処
理
機
を
設
置

し
た
も
の
で
あ
る
。
設
置
に
向
け
て

は
、
設
置
場
所
の
確
保
、
近
隣
住
民

の
理
解
、
組
織
的
な
運
用
が
継
続
的

に
可
能
か
、
市
の
補
助
が
な
く
な
っ

て
以
降
の
運
用
方
法
な
ど
を
検
討
し

た
。利

用
者
は
登
録
制
と
し
鍵
を
渡
し

利
用
す
る
な
ど
に
よ
り
運
用
を
行
っ

て
お
り
、
費
用
は
電
気
代
が
月
額

２
０，
０
０
０
円
か
か
っ
て
い
る
が
、今

の
と
こ
ろ
は
利
用
者
の
経
済
的
負
担

は
生
じ
て
い
な
い
。

成
果
と
し
て
は
、
ご
み
の
重
量
が

40
％
減
量
化
で
き
、
集
積
所
も
か
な

り
す
っ
き
り
し
清
潔
に
な
っ
た
こ

と
、
収
集
日
以
外
に
も
生
ご
み
が
処

分
で
き
る
こ
と
や
近
隣
住
民
か
ら
の

騒
音
・
臭
気
・
振
動
等

の
苦
情
は
な
く
、
猫
・

カ
ラ
ス
等
に
よ
る
被
害

も
な
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

課
題
も
い
く
つ
か
あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
を
解
決
し
有
効
な

活
用
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
の
市
連
理
事
研
修
会
は
、

「
市
町
村
合
併
」
と
「
新
交
通
シ
ス

テ
ム
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
７
月
10
日

（
木
）
・
11
日
（
金
）
の
２
日
間
、

静
岡
市
及
び
名
古
屋
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。

初
日
は
、
本
市
に
お
い
て
も
津
久

井
郡
４
町
と
の
合
併
の
話
題
が
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
４
月
に
隣

接
の
清
水
市
と
の
合
併
を
行
っ
た
静

岡
市
を
訪
ね
、
静
岡
地
域
連
合
町
内

会
会
長
他
の
役
員
の
方
々
か
ら
、
活

動
状
況
や
市
町
村
合
併
に
お
い
て
住

民
自
治
組
織
と
し
て
の
関
わ
り
等
に

つ
い
て
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

静
岡
市
の
合
併
は
清
水
市
と
の
対

等
な
立
場
で
の
合
併
で
あ
っ
た
た
め
、

地
区
説
明
に
関
し
て
は
町
内
会
長
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
り
実
施
し
た

り
、
自
治
会
組
織
の
一
本
化
に
向
け

た
協
議
を
精
力
的
に
行
う
な
ど
大
変

な
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

ま
た
、
加
入
促
進
の
効
果
的
な
方

法
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
は
、

自
治
会
長
が
本
気
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
で
き
な
い
と
の
答
え
が
さ
れ
、

静
岡
市
の
加
入
率
は
90
％
を
超
え
て

い
る
が
、
都
市
の
形
態
が
相
模
原
市

と
は
異
な
る
の
で
一
概
に
比
較
し
、

同
じ
レ
ベ
ル
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と

に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
の
話
も
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
市
に
お
い
て
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
た
め
、
第

３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
名
古
屋
市
な
ど

の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
名
古
屋

ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
㈱
を
訪
問
し
、

バ
ス
の
仕
組
み
・
運
行
方
法
・
投
資

費
用
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
実
際
に
バ
ス
に
乗
車
し
ま
し
た
。

こ
の
バ
ス
は
、
一
般
道
と
専
用
の
軌

道
区
間
を
走
行
す
る
も
の
で
、
他
の

新
交
通
の
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
、
経
費

が
少
な
い
こ
と
が
利
点
と
の
こ
と
で

し
た
。

向
陽
鼓
笛
隊

（
小
山
地
区
）

清
新
第
二
自
治
会

（
清
新
）

古
淵
自
治
会

（
大
野
中
）

相
模
大
野
自
治
会
（
大
野
南
）

自
治
会
法
人
塩
田
自
治
会
（
田
名
）

四
ツ
谷
自
治
会

（
上
溝
）

相
模
大
野
ハ
イ
ツ
自
治
会
（
東
林
）

水
野
　
　
勇

（
横
山
）

飛
澤
　
大
山

（
中
央
）

小
泉
　
　
博

（
星
が
丘
）

倉
持
巳
佐
男

（
橋
本
）

内
山
　
　
勝

（
田
名
）

菅
沼
　
俊
夫

（
麻
溝
）

小
堀
　
富
二

（
東
林
）

自
治
会
相
互
の
情
報
交
換
や
研
修
を
通
じ
て
自
治
会
の
発
展
に
資
す
る
た

め
、
例
年
開
催
し
て
い
る
「
自
治
会
大
会
」
は
今
年
も
７
月
５
日
（
土
）
に

市
民
会
館
ホ
ー
ル
を
会
場
に
約
１，

０
０
０
名
の
自
治
会
員
の
参
加
を
得
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
事
例
発
表
や
地
域
活
動
功
労
者
の
顕
彰
を
行
い
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
は
相
模
原
に
縁
の
あ
る
、
真
木
こ
と
み
さ
ん
、
藤
か
お
り
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。
お
二
人
の
熱
唱
に
ス
テ
ー
ジ
と
観
客
席
が
一
体
と
な
っ
て

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
自
治
会
大
会

自
治
会
大
会
開
催

平
成
15
年
度
自
治
会
大
会

山
口
会
長
あ
い
さ
つ

自
治
会
大
会
事
例
発
表
│
│
│
│

大
型
生
ご
み
処
理
機
導
入

に
よ
る
生
ご
み
減
量
化
と

そ
の
再
利
用
に
つ
い
て

新
磯
地
区
　
勝
坂
東
自
治
会
長

佐
藤
　
辰
彌

市
自
治
会
連
合
会
理
事
視
察
研
修
会
結
果
報
告

功労表彰者（個人）

退
任
理
事

功
労
表
彰
者
（
団
体
）

自治は笑顔と協働から 平成15年度　相模原市自治会連合会役員・理事
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司
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地
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事
務
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大
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出
張
所
内

理
　
事

木
俣
　
壽
保

東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
東
林
出
張
所
内

監
　
事

細
谷
　
　
昇

大
野
中
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
大
野
中
出
張
所
内

理
　
事

山
野
　
善
巨

橋
本
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
橋
本
出
張
所
内

理
　
事

丸
塚
　
幾
男

相
武
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
相
武
台
出
張
所
内

監
　
事

神
　
　
利
秋

大
野
北
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
大
野
北
出
張
所
内

理
　
事

荻
野
　
昌
喜

光
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
光
が
丘
公
民
館
内

理
　
事

佐
藤
　
萬
行

新
磯
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
新
磯
出
張
所
内

会
　
計

坂
井
　
敏
克

相
模
台
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
相
模
台
出
張
所
内

理
　
事

野
中
　
　
保

星
が
丘
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
星
が
丘
公
民
館
内

理
　
事

追
切
　
睦
廣

麻
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
麻
溝
出
張
所
内

副
会
長

三
橋
　
　
豊

清
新
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
清
新
公
民
館
内

理
　
事

篠
　
　
　
武

中
央
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
中
央
公
民
館
内

理
　
事

宮
　
　
直
道

上
溝
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
上
溝
出
張
所
内

会
　
長

山
口
　
省
吾

大
沢
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
大
沢
出
張
所
内

理
　
事

小
林
　
茂
裕

横
山
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
横
山
公
民
館
内

理
　
事

大
山
　
成
男

田
名
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長

事
務
局
　
田
名
出
張
所
内

大型生ごみ処理機

熱唱の藤かおりさん（左）と真木ことみさん（右）

専用軌道を走行中のガイドウェイバス



射
撃
と
聞
き
ま
す
と
、
屈
強
な
男

性
を
想
像
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
人
物
紹
介
は
、
日
本
を
代

表
す
る
ク
レ
ー
射
撃
の
選
手
「
井
上

恵
さ
ん
」
で
す
。

９
月
上
旬
に
、
ご
自
宅
へ
お
伺
い

し
た
と
こ
ろ
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で

迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
恵
さ
ん
。
長
身

で
ス
リ
ム
な
体
型
か
ら
は
、
散
弾
銃

を
自
由
に
操
る
姿
が
と
て
も
想
像
で

き
ま
せ
ん
。

ク
レ
ー
射
撃
は
、
飛
び
出
し
た
お

皿
（
ク
レ
ー
）
を
散
弾
銃
で
撃
破
し
、

そ
の
枚
数
を
競
う
競
技
だ
そ
う
で
す
。

│
ク
レ
ー
射
撃
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

な
ん
で
す
か
？
│

「
１
９
９
６
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
、
ク
レ
ー
射
撃
を
始
め
て
３
年

目
の
女
性
が
出
場
を
し
て
い
た
の
を
テ

レ
ビ
で
見
た
と
き
に
『
こ
れ
っ
』
と
思
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
射
撃
ゲ
ー
ム
し
か
知
ら
な
か
っ
た

で
す
し
、『
ク
レ
ー
』
の
言
葉
す
ら
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
競
技
に
つ
い
て

知
る
知
人
も
な
く
、
翌
日
、
本
屋
さ
ん

に
行
き
、
関
係
す
る
本
を
見
て
い
ろ
い

ろ
と
調
べ
ま
し
た
。
ま
ず
、
銃
を
扱
う

と
い
う
こ
と
で
免
許
が
必
要
で
し
た
。

こ
の
取
得
に
半
年
か
か
り
ま
し
た
。」

恵
さ
ん
の
行
動
力
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

│
ク
レ
ー
射
撃
を
始
め
る
時
の
ご
両
親

の
反
応
は
？
│

「
父
は
、『
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。』
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
銃
を
手
に
し
た
ら
、

き
っ
と
や
め
る
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
母
は
、『
何
を
言
っ
て
い
る
の
？
』

と
の
反
応
で
し
た
。
今
は
、
応
援
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。」
当
時
の
ご
両
親
の
驚

き
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

│
練
習
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
で
す

か
？
│

「
週
に
２
回
は
、実
射
練
習
を
し
ま
す
。

１
日
に
約
２
０
０
発
撃
ち
ま
す
ね
。
練

習
は
、
つ
ら
い
で
す
よ
。
で
も
、
試
合

で
優
勝
し
た
時
の
気
分
が
最
高
で
、
こ

の
記
憶
が
競
技
を
続
け
さ
せ
る
ん
で

す
。」銃

の
重
さ
は
、
４
㎏
あ
り
、
射
撃
時

の
衝
撃
は
か
な
り
の
も
の
だ
そ
う
で
、

始
め
た
頃
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
い
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
と
当
時
の

こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

│
幼
い
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
好
き
だ
っ
た

の
で
す
か
？
│

「
中
学
、
高
校
と
、
吹
奏
楽
に
夢
中
で

し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
音
大
に
進
学
し

ま
し
た
。
大
学
時
代
は
、

ホ
ル
ン
を
吹
い
て
い
た

ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
と
は
ま
っ
た

く
無
縁
で
し
た
。」

恵
さ
ん
の
種
目
は
、

ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
プ
で
、

１
回
に
２
枚
の
ク
レ
ー
が
発
せ
ら
れ
、

こ
れ
を
確
実
に
撃
ち
抜
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
競
技
で
す
。
ク
レ
ー
が
発
せ
ら

れ
て
0.5
秒
ほ
ど
で
１
発
を
発
射
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

│
海
外
の
試
合
に
も
出
場
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
が
？
│

「
数
日
後
に
キ
プ
ロ
ス
で
行
わ
れ
る
世

界
選
手
権
に
出
場
す
る
た
め
出
発
し
ま

す
。
今
年
は
こ
れ
で
５
回
目
で
す
ね
。

こ
の
大
会
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
考

に
か
か
わ
る
試
合
な
ん
で
す
よ
。」

│
海
外
の
試
合
は
、
楽
し
い
で
し
ょ

う
？
│

「
射
撃
場
と
ホ
テ
ル
の
往
復
で
す
ね
。」

と
、
ち
ょ
っ
と
残
念
そ
う
。
開
催
国
に

よ
っ
て
は
、
食
べ
物
が
合
わ
な
い
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
、
お
湯
を
注
ぎ
、
し
ば

ら
く
す
る
と
ご
飯
に
な
る
災
害
用
の

「
ア
ル
フ
ァ
米
」
を
持
っ
て
行
く
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

│
と
こ
ろ
で
、
好
き
な
食
べ
物
は
な
ん

で
す
か
？
│

「
嫌
い
な
も
の
は
な
い
で
す
ね
。
う
ー

ん
、
魚
介
類
は
好
き
か
な
。」
と
困
り
顔
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
は
？
の
問
い
に
、

「
何
も
考
え
な
い
で
眠
る
こ
と
で
す
か

ね
。
そ
れ
か
ら
、
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
す
ね
。」
と
照
れ
な
が
ら
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

│
最
後
に
、夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
│

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
で
す

ね
。」
と
輝
く
瞳
で
は
っ
き
り
と
し
た

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

明
る
い
け
れ
ど
も
小
心
者
と
自
己
分

析
さ
れ
る
恵
さ
ん
。

お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
ほ
ん
の
少

し
の
気
持
ち
の
変
化
が
勝
敗
を
左
右
す

る
、
精
神
的
に
も
過
酷
な
競
技
で
あ
る

こ
と
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
来
年
開
か
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

地
、
ア
テ
ネ
に
恵
さ
ん
の
放
つ
射
撃
音

が
高
ら
か
に
鳴
り
響
く
よ
う
に
皆
さ
ん

で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

（
上
溝
地
区
自
治
会
法
人

番
田
諏
訪
面
自
治
会
員
）
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アテネをめざして
上溝在住

井上
いのうえ

恵
めぐみ

さん

海
・
山
・
川
に
囲
ま
れ
自
然
豊
か
な
立
地
に
た

た
ず
む
宿
。
開
放
的
な
白
い
テ
ラ
ス
か
ら
は
相
模

湾
を
見
渡
せ
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
お
風
呂

と
料
理
が
自
慢
で
す
。

打
た
せ
湯
付
和
風
露
天
・
お
洒
落
な
洋
風
露
天

と
二
つ
の
内
湯
で
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
十
月
中
旬
か
ら
十
二
月
上
旬

ま
で
は
、
直
営
の
み
か
ん
園
で
食
べ
放
題
（
無
料
）

で
す
。

音
楽
と
香
り
に
包
ま
れ
て
最
高
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
タ
イ
ム
を
過
ご
せ
る
英
国
式
リ
フ
レ
ク
ソ

ロ
ジ
ー
（
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
や
オ
イ
ル
セ
ラ
ピ

ー
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
（
事
前
予
約
有
料
）。

自
治
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
日
割
引
の
他
に

ジ
ュ
ー
ス
又
は
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
を
夕
食
時
に
サ
ー

ビ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

０
４
６
５
・
６
２
・
６
３
５
３

石
造
り
天
然
露
天
風
呂
と

新
鮮
海
の
幸
が
自
慢
！

純
日
本
風
の
庭
園
を
中
に
配

置
し
た
全
和
室
の
旅
館
で
す
。

特
に
白
竜
の
滝
を
擁
す
る

仙

境
野
天
風
呂

が
自
慢
で
、
梢

か
ら
吹
き
降
ろ
す
涼
風
の
中
で

じ
っ
と
熱
い
温
泉
に
浸
か
る
ひ

と
と
き
は
、
こ
れ
が
旅
の
醍
醐

味
と
実
感
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
湯
上
り
に
当
館
自

慢
の
海
の
幸
を
主
と
し
た
料
理

も
好
評
で
す
。

今
回
、相
模
原
市
自
治
会
加
入

の
皆
様
に
特
典
と
し
て
、今
年
の

12
月
26
日
ま
で
の
月
曜
日
〜
木

曜
日
平
日
に
限
り
、
Ｂ
プ
ラ
ン

を
１
組
３
名
様
以
上
で
お
申
し

込
み
の
場
合
お
１
人
様
１
泊
２

食
付
１
万
円
（
サ
ー
ビ
ス
料
込

み
・
税
別
）
で
ご
予
約
承
り
ま

す
。
ご
予
約
の
際
は
「
自
治
会

報
さ
が
み
は
ら
」
を
ご
覧
に
な

っ
た
事
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
身
近
な
湯
河
原
を

楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

０
３
・
４
３
１
２
・
８
７
６
１

（
申
し
込
み
先
・
東
京
事
務
所
）

自
治
会
連
合
会
で
は
、
厚
生
事
業
の
一
環
と
し
て

宿
泊
施
設
や
、
遊
園
地
等
と
の
割
引
契
約
を
結
ん
で

い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
湯
河
原
方
面
を
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
入
り
、
紅
葉
狩
り
・
み
か

ん
狩
り
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

秋
の
湯
河
原

厚生施設厚生施設

宿泊施設 

10％ 
OFF 

自

治会
員特典！

湯
河
原
温
泉

ユ
ガ
ワ
ラ
ベ
イ

マ
ン
ダ
リ
ン
ハ
ウ
ス

旅の良さは風呂の良さ
仙境野天風呂　奥湯河原温泉　青

せ い

巒
ら ん

荘
そ う

平成16年3月末までの割引料金 

マンダリンハウス 
（1室2名様以上お一人料金） 

9,900円（伊勢エビ・舟盛付）の 
10％引き 8,910円が 

平日（日～金）割引後7,800円に 
※土・休前日は料金等をお問い合せ下さい。 

さらに 

通 常 割 引 後 料 金 表  

青 巒 荘 
（1室3名様以上 お一人料金） 

※1室2名様の場合は、お一人様２,０００円増 

Aプラン Bプラン 

平日（日～木） 

金　・　日 

土・休 前 日 

11,000円 

13,000円 

16,000円 

14,000円 

16,000円 

21,000円 

厚生施設の利用方法
自治会連合会では、今回ご紹介した2施設の他にも

宿泊施設等と割引契約をしております。
施設を利用する際は、直接施設へ電話等で、相模

原市自治会連合会の会員である旨を話してお申し込
みください。また、施設に到着した時にはフロント
等で、「ホテル、遊園地等との割引契約のご案内」の
リーフレットについている「厚生施設利用カード」
を提示してください。
お問い合わせは、相模原市自治会連合会事務局へ

℡.042･753･3419



神
奈
川
県
が
「
水
と
花
と
緑
の
こ

み
ち
整
備
事
業
」
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
「
磯
部
い
そ
べ

頭
首
工

と
う
し
ゅ
こ
う

公
園
」

が
平
成
15
年
３
月
に
完
成
い
た
し
ま

し
た
。
完
成
後
は
相
模
原
市
が
管
理

し
て
い
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
一
級
河
川
相
模
川

の
磯
部
頭
首
工
に
隣
接
し
、
広
さ
は

約
２，

５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り

園
内
の
施
設
は
四
阿
あ
ず
ま
や

、
ふ
じ
棚
、
水

飲
場
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
多
目
的

広
場
と
周
辺
に
は
芝
生
や
樹
木
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
こ
の
地
域
に
は
身
近
な

公
園
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

た
め
公
園
の
完
成
を
待
ち
望
ん
で
お

り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
公
園
が
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
は
も
と

よ
り
高
齢
者
ま
で
が
生
活
に
潤
い
と

安
ら
ぎ
の
空
間
の
場
と
し
て
、
多
く

の
方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
面

で
は
自
治
会
主
催
の
地
域
美
化
清
掃

の
集
合
場
所
を
は
じ
め
、
様
々
な
自

治
会
活
動
に
お

け
る
地
域
住
民

と
の
交
流
の
場

所
と
し
て
、
更

に
は
、
子
供
み

こ
し
の
休
憩
場

所
な
ど
新
た
な

拠
点
施
設
と
し

て
広
く
活
用
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の

公
園
は
、
相
模

川
に
隣
接
し
て

い
る
こ
と
か

ら
、
相
模
川
沿

い
の
散
策
や
釣

り
人
た
ち
の
休

憩
場
所
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
公
園

の
清
掃
や
除
草

は
地
区
老
人
会

(

明
壽
会)

の
ご

協
力
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
も
き
れ
い
に

手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
ま
す
。

こ
の
公
園
も
開
園
し
て
ま
だ
間
も

な
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
が
生
活
を

自
己
申
告
の
結
果
、
支
援
を
受
け
た

い
人
が
16
名
、支
援
す
る
人（
福
祉
協

力
員
）が
59
名
と
な
り
ま
し
た
。実
態

と
し
て
は
申
告
漏
れ
や
、
潜
在
的
な

も
の
を
加
え
れ
ば
両
数
字
と
も
も
っ

と
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
支
援
活
動
を
ベ
ー
ス
に
来

年
以
降
本
格
化
し
、
老
後
も
グ
リ
ー

ン
ハ
イ
ツ
で
生
活
し
幸
せ
だ
と
実
感

で
き
る
姿
を
夢
見
て
い
ま
す
。

九
沢
自
治
会
は
、世
帯
数
１
２
８
４

戸
で
、
大
沢
地
区
で
は
１
番
大
き
な

自
治
会
で
す
。

当
自
治
会
の
年
中
行
事
の
中
で
、

最
大
の
行
事
が
八
坂
祭
典
で
今
年
も

多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

毎
年
５
月
中
旬
か
ら
自
治
会
や
祭

典
保
存
会
を
中
心
に
、
７
つ
の
団
体

で
編
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
に
よ
り

計
画
を
進
め
、
今
年
も
７
月
19
日

（
土
）
・
20
日
（
日
）
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
八
坂
神
社
の
境
内
や
北
公

園
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
北
公
園
周
辺
道
路
を
歩

行
者
天
国
に
し
、
大
人
神
輿
や
子
供

神
輿
、
そ
し
て
山
車
の
練
り
歩
き
を

行
い
、
八
坂
神
社
境
内
で
は
、「
九

沢
獅
子
舞
」「
ひ
ょ
っ
と
こ
お
か
め
の

舞
」
な
ど
が
小
・
中
学
生
な
ど
の
若

い
世
代
に
よ
り
、
大
勢
の
観
客
の
前

で
盛
大
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
文
化
芸
能
は
、
古
く
か

ら
指
導
者
の

努
力
に
よ
り

代
々
引
き
継

が
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら

を
通
し
て
自

治
会
員
同
士

の
親
睦
や
、

地
域
の
世
代

間
の
結
び
つ

き
も
う
ま
く

い
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
２

年
前
に
は
神

殿
が
バ
ス
路

線
の
変
更
に

伴
う
道
路
拡

幅
工
事
に
よ

り
、
現
在
の

場
所
に
新
築
移
転
さ
れ
、
披
露
を
兼

ね
た
祭
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
自
治
会
を
中
心
に
九
沢
地

区
最
大
の
催
し
物
と
し
て
伝
承
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

榎
自
治
会
は
、
横
山
地
区
の
南
端

に
あ
り
、
横
山
丘
陵
を
走
る
相
模
線

を
挟
ん
で
上
溝
地
区
に
隣
接
す
る
２

５
０
世
帯
の
自
治
会
で
す
。
私
が
会

長
に
な
っ
て
５
年
に
な
り
ま
す
が
、

新
規
開
発
が
盛
ん
な
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
間
に
50
世
帯
の
会
員
増
が
あ
り

ま
し
た
。
歴
史
の
浅
い
横
山
地
区
で

す
が
、
当
自
治
会
は
そ
ん
な
中
に
あ

っ
て
も
若
く
て
活
気
の
あ
る
自
治
会

で
す
。

横
山
地
区
で
は
毎
年
８
月
の
第
１

土
・
日
に
地
区
を
あ
げ
て
各
単
位
自

治
会
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
当
自
治
会
の
自
慢
は
横

山
地
区
で
唯
一
の
子
供
囃
子
連
が
あ

る
こ
と
で
す
。
こ
の
夏
祭
り
に
向
け

て
一
生
懸
命
練
習
し
、
祭
り
全
体
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
指

導
者
の
方
々
、
お
母
様
方
の
御
苦
労

に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
が
、
お
祭
り

本
番
で
は
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
囃
子
連
発
足
20
周
年
と
い
う

こ
と
で
、
自
治
会
内
の
皆
さ
ん
の
御

芳
志
に
よ
り
獅
子
頭
を
購
入
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
か
ぶ
っ
て

舞
う
の
は
発
足
当
時
か
ら
お
囃
子
を

や
っ
て
き
た
昔
の
子
ど
も
達
で
す
。

お
囃
子
以
外
に
も
、
神
輿
か
つ
ぎ
、

夜
に
は
ス
テ
ー
ジ
で
カ
ラ
オ
ケ
・
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
、
昼
夜
を
問
わ
ず
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

子
ど
も
達
の
故
郷
に
な
れ
る
よ
う

な
自
治
会
を
目
指
し
て
、
来
年
は
も

っ
と
盛
り
上
げ
る
ぞ
。

昭
和
43
年
に
入
居
を
開
始
し
た
グ

リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
は
35
年
を
経
た
今
日
、

市
内
で
最
も
高
齢
化
が
進
ん
だ
形
と

な
り
ま
し
た
。
自
治
会
役
員
も
過
半

数
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

実
で
す
。

そ
こ
で
、
昨
年
４
月
よ
り
共
済
を

合
言
葉
と
し
て
の
自
治
会
活
動
の
構

想
を
練
り
、
本
年
４
月
会
則
改
正

（
総
合
承
認
）
を
機
に
、
来
年
４
月

よ
り
福
祉
協
力
員
の
制
度
を
設
け
ま

す
。
８
月
下
旬
、
民
生
委
員
２
名
と

環
境
部
（
来
年
よ
り
環
境
福
祉
部
）

が
初
会
合
を
持
ち
、
具
体
策
を
協
議

し
ま
し
た
。
丁
度
９
月
よ
り
ベ
ラ
ン

ダ
床
塗
膜
防
水
工
事
が
24
棟
６
８
４

戸
に
対
し
実
施
さ
れ
ま
す
。
ベ
ラ
ン

ダ
に
は
物
置
や
プ
ラ
ン
タ
ー
、
植
木

鉢
等
が
多
く
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
全
て
撤
去
若
し
く
は
移
動
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
や
病

弱
者
に
は
無
理
な
話
で
す
。
そ
こ
で

当
工
事
の
３
ヵ
月
を
福
祉
協
力
員
活

動
の
試
行
期
間
と
位
置
付
け
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
す
。（
右
の
写
真
）
８
月
末
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榎
自
治
会
の
夏
祭
り 

横
山
地
区 
榎
自
治
会
長 

小
林
　
茂
裕 地

名
の
誕
生 

星
が
丘
地
区 

星
が
丘
地
区 

横
山
二
丁
目
自
治
会
長 

竹
田
　
幹
夫 

No.31

伝
統
あ
る 

　
　 

九
沢
八
坂
祭
典 

大
沢
地
区 

九
沢
自
治
会
長 

八
木
　
忠
雄 

公
園
と
地
域
の 
  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動 

新
磯
地
区 

下
磯
部
四
ツ
谷
上
自
治
会
長 

吉
山
　
茂
利 

れ
て
い
た
。
こ
の
地
は
高
台
に
あ

る
上
、
夜
空
に
輝
く
満
天
の
星
が

美
し
い
。
住
民
の
多
数
が
陸
軍
関

係
で
星
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
た

事
よ
り
昭
和
18
年
10
月
、
星
が
丘

と
名
付
け
ら
れ
た
。

一
方
、
千
代
田
地
域
は
昭
和
30

年
代
後
半
か
ら
次
第
に
多
く
の
人

が
住
み
、
適
宜
に
町
名
を
つ
け
て

い
た
。
昭
和
42
年
９
月
、
町
名
に

つ
い
て
検
討
が
さ
れ
た
が
意
見
の

一
致
が
み
ら
れ
ず
公
募
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
千
代
田
、
若
葉
、
高

松
が
選
ば
れ
投
票
の
結
果
、
千
代

田
と
決
ま
っ
た
。

ま
た
、
横
山
も
昭
和
39
年
よ
り

団
地
や
分
譲
住
宅
の
建
設
が
行
わ

れ
た
が
、
当
時
よ
り
横
山
の
名
称

で
呼
ば
れ
て
い
た
。
昭
和
42
年
11

月
、
こ
の
地
は
横
山
丘
陵
に
続
い

た
所
で
、
横
山
が
ふ
さ
わ
し

い
と
の
事
で
決
定
さ
れ
た
。

「
地
域
史
」
よ
り

星
が
丘
公
民
館
区
内
に
は

星
が
丘
、
千
代
田
、
横
山
の

地
名
が
あ
り
約
２
万
人
が
住

ん
で
い
る
。

昭
和
17
年
、
星
が
丘
地
区

に
90
世
帯
が
転
居
し
て
き
た

の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
当
時

は
地
名
が
な
く
県
営
と
呼
ば

「„
共
済
“を 

キ
ー
ワ
ー
ド
に 

高
齢
者
・
病
弱
者
へ
の 

　
　
　
　
支
援
活
動
」 

大
野
中
地
区 

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
自
治
会
長 

菊
池
　
　
健 

星が丘住宅の位置

当時の自然

「
自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活

動
・
話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（
０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９
）へ

坂
井
　
敏
克
　
　
神
　
　
利
秋 

宮
　
　
直
道
　
　
佐
藤
　
彰
夫 

小
渕
　
三
郎
　
　
福
田
　
愼
一 

原
　
　
　
稔
　
　
白
井
　
義
一 

小
島
　
勝
圓 

自
治
会
報  

さ
が
み
は
ら 

●
編
集
委
員 

送
る
上
で
か
け
が
え
の
な
い
場
所
の

提
供
と
地
域
住
民
の
交
流
の
場
を
も

た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ご
案
内
と
お
願
い


